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《
日
本
研
究
所
主
催
講
演
会　

二
〇
二
三
年
一
二
月
一
四
日　

講
演
要
旨
》

シ
ー
ボ
ル
ト
来
日
二
〇
〇
周
年
記
念

賀
来
佐
之
と
伊
藤
圭
介
―
二
人
の
門
人
―

松
田
　
　
清

は
じ
め
に

本
講
演
は
本
学
附
属
図
書
館
主
催
「
シ
ー
ボ
ル
ト
来
日
二
〇
〇
周
年

記
念　

神
田
佐
野
文
庫
企
画
展　

賀
来
佐
之
と
伊
藤
圭
介
―
二
人
の
門

人
―
」（
二
〇
二
三
年
一
二
月
一
二
日
～
二
一
日
開
催
）
に
際
し
、
一

二
月
一
四
日
、
同
図
書
館
で
行
っ
た
。
講
演
内
容
は
、
司
会
の
日
本
研

究
所
長
町
田
明
広
先
生
が
二
〇
一
四
年
一
二
月
に
賀
来
佐
之
あ
て
シ
ー

ボ
ル
ト
書
簡
を
発
見
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
故
遠
藤
正
治
先
生
を
中
心

に
鳥
井
裕
美
子
先
生
、
加
藤
僖
重
先
生
と
講
演
者
の
四
名
が
行
っ
た
二

回
の
共
同
研
究
の
成
果
（
二
〇
一
六
：
遠
藤
・
鳥
井
・
松
田
、
二
〇
一

七
：
遠
藤
・
加
藤
・
鳥
井
・
松
田
）、
鳥
井
先
生
の
先
駆
的
な
賀
来
佐

之
研
究
（
一
九
九
七
）
を
も
と
に
、
講
演
者
の
関
連
す
る
研
究
成
果
を

加
え
た
。

本
講
演
会
場
で
配
布
し
た
同
タ
イ
ト
ル
の
展
示
目
録
（
松
田
清
編
、

二
〇
二
三
年
一
二
月
一
二
日
、
神
田
外
語
大
学
附
属
図
書
館
刊
、
本
文

二
五
頁
）
は
展
示
構
成
に
従
っ
て
、
第
一
部
「
忘
れ
ら
れ
た
門
人
・
賀

来
佐
之
―
パ
ネ
ル
展
示
―
」
の
写
真
パ
ネ
ル
一
六
点
の
解
説
、
第
二
部

「
賀
来
佐
之
と
伊
藤
圭
介
―
神
田
佐
野
文
庫
資
料
か
ら
―
」
の
展
示
資

料
一
〇
点
お
よ
び
参
考
写
真
の
解
説
を
収
載
し
た
が
、
本
講
演
で
は
、

京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
寄
託
山
本
読
書
室
資
料
、
菰
野
小
学
校
所

蔵
菰
野
山
採
薬
扁
額
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
ジ
ョ
ン
・
ラ
イ
ラ
ン
ズ

図
書
館
所
蔵
資
料
の
画
像
を
加
え
、
以
下
の
八
テ
ー
マ
か
ら
な
る
ス
ラ

イ
ド
シ
ョ
ー
を
行
っ
た
。
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１　

F.
ノ
ロ
ー
ニ
ャ
『
ジ
ャ
ワ
植
物
図
譜
』（
一
七
八
六
）�

―
成
立
と
流
伝
―

オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
の
植
民
地
研
究
は
一
七
七
八
年
に
設
立
さ
れ

た
「
バ
タ
フ
ィ
ア
学
芸
協
会
」
の
活
動
に
始
ま
る
。
最
初
の
博
物
誌
研

究
は
ス
ペ
イ
ン
人
植
物
学
者
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ノ
ロ
ー
ニ
ャ
（
一
七
四

八
～
一
七
八
七
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
神
田
佐
野
文
庫
所
蔵
の
本
図

譜
は
ノ
ロ
ー
ニ
ャ
が
ジ
ャ
ワ
島
西
部
調
査
中
（
一
七
八
六
）
に
描
い
た

植
物
図
一
〇
五
図
、
鳥
図
四
図
、
由
来
不
明
植
物
図
二
五
図
か
ら
な

る
。
宇
田
川
榕
菴
（
一
七
九
八
～
一
八
四
六
）
が
文
政
元
年
（
一
八
一

八
）
六
月
、
京
都
滞
在
中
に
、
蘭
学
者
辻
蘭
室
（
一
七
五
六
～
一
八
三

六
）
と
協
力
し
て
作
成
し
た
写
本
で
あ
る
。
伝
存
不
明
の
元
本
（
和

紙
、
袋
綴
じ
、
鳥
類
を
含
む
、
蘭
文
解
説
付
き
）
の
図
を
榕
庵
が
写

し
、
蘭
室
が
蘭
文
解
説
を
転
写
し
和
訳
し
て
い
る
。

こ
の
写
本
の
ル
ー
ツ
は
ロ
ン
ド
ン
自
然
史
博
物
館
所
蔵N

oronha 
Java Plants

に
遡
る
。
ノ
ロ
ー
ニ
ャ
の
支
援
者
で
あ
っ
た
バ
タ
フ
ィ

ア
学
芸
協
会
会
員
ホ
ー
イ
マ
ン
（Jan H

ooijm
an

）
へ
の
寄
贈
本
を

フ
ラ
ン
ス
人
植
物
学
者
デ
シ
ャ
ン
（J. A

. D
escham

ps

）
が
入
手
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
ホ
ー
イ
マ
ン
本
か
ら
一
七
九
二
年
と
一
七
九

六
年
の
二
回
、
中
部
ジ
ャ
ワ
・
ス
マ
ラ
ン
海
軍
兵
学
校
の
た
め
に
写
本

が
作
成
さ
れ
た
。
ベ
ル
リ
ン
州
立
図
書
館
所
蔵
本
は
そ
の
い
ず
れ
か
の

写
本
と
さ
れ
る
。

一
方
、
ノ
ロ
ー
ニ
ャ
自
筆
本
（
パ
リ
自
然
史
博
物
館
蔵
）
は
一
七
八

八
年
一
月
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
島
で
病
死
し
た
ノ
ロ
ー
ニ
ャ
の
遺
産
相
続
人

と
な
っ
た
島
の
農
園
主
・
フ
ラ
ン
ス
人
植
物
学
者
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ

エ
・
コ
シ
ニ
ー
（Charpentier-Cossigny,

一
七
三
〇
～
一
八
〇
九
）

が
パ
リ
の
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る
。

講
演
者
は
二
〇
一
九
年
五
月
末
か
ら
六
月
初
め
、
ロ
ン
ド
ン
本
、
パ

リ
本
、
ベ
ル
リ
ン
本
の
書
誌
調
査
を
実
施
し
、
神
田
佐
野
文
庫
本
が
ロ

ン
ド
ン
本
系
統
に
属
し
、
ベ
ル
リ
ン
本
よ
り
も
ロ
ン
ド
ン
本
に
近
い
こ

と
を
確
認
し
た
。
神
田
佐
野
文
庫
本
の
元
本
の
原
本
（
洋
紙
、
ス
ペ
イ

ン
語
か
オ
ラ
ン
ダ
語
の
解
説
付
き
）
が
長
崎
に
伝
来
し
た
経
緯
に
は
、

出
島
在
任
中
（
一
七
七
九
～
一
七
八
三
）
小
野
蘭
山
・
島
田
充
房
『
花

彙
』
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
を
通
詞
に
作
ら
せ
、
ベ
ン
ガ
ル
在
任
中
（
一
七

八
五
～
一
七
九
二
）
京
都
の
医
師
荻
野
元
凱
か
ら
「
台
州
園
草
木
譜
」

を
受
贈
し
、
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
・
コ
シ
ニ
ー
と
交
流
し
た
テ
ィ
ツ
ィ

ン
グ
（
一
七
四
五
～
一
八
一
二
）
が
関
与
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

神
田
佐
野
文
庫
本
は
宮
中
役
人
の
内
豎
兼
主
鈴
・
渡
邊
家
に
伝
来
し

た
。
紙
帙
に
認
め
ら
れ
る
書
き
判
「
五
升
庵
」
は
蕉
風
俳
諧
を
顕
彰
し

た
京
都
の
俳
人
蝶
夢
（
一
七
三
二
～
一
七
九
六
）
の
号
と
し
て
知
ら
れ

る
。
渡
邊
家
の
旧
蔵
者
は
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
六
月
二
五
日

畑
・
医
学
院
開
催
「
異
国
草
木
会
目
録
」
に
み
え
る
「
学
圃
堂　

渡
邊

氏
」
す
な
わ
ち
四
代
渡
邊
珍よ

し

香か

（
一
七
五
八
～
一
八
四
八
）
が
考
え
ら

れ
る
。
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賀来佐之と伊藤圭介―二人の門人―

２　

桂
川
甫
賢
筆
「
長
崎
屋
宴
会
図
」（
一
八
二
二
）�

―
シ
ー
ボ
ル
ト
来
日
以
前
の
蘭
学
発
展
―

日
本
橋
の
長
崎
屋
は
例
年
、
将
軍
拝
礼
の
た
め
江
戸
に
や
っ
て
く
る

オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
一
行
の
定
宿
で
あ
っ
た
。
本
図
は
将
軍
家
侍
医
・
蘭

学
者
で
画
才
の
あ
っ
た
桂
川
甫
賢
（
一
七
九
七
～
一
八
四
五
）
が
一
八

二
二
年
四
月
一
八
日
に
長
崎
屋
の
二
階
広
間
で
開
か
れ
た
仮
装
宴
会
の

模
様
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
下
部
に
甫
賢
自
筆
の
蘭
文
と
署
名
が
あ

る
。「D

en 11ste van N
iguats op m

alkander plaisieren in H
os-

pes/Genijm
onnsche huis in Jedo —

 A
o（111./A

fgetekend 
door/W

: Botanicus of Caneel Rivier junior.

」(

二
月
二
七
日
江

戸
の
旅
館
主
人
源
右
衛
門
宅
に
お
け
る
交
遊
の
際
一
八
二
二
年　

W.
ボ

タ
ニ
ク
ス
ま
た
は
桂
川
ジ
ュ
ニ
ア
画
）（
朱
文
長
方
印
：
国
寧
）

本
草
学
に
通
じ
て
い
た
甫
賢
は
、
商
館
長
コ
ッ
ク
・
ブ
ロ
ム
ホ
フ
の

前
任
者
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ド
ゥ
フ
（
一
八
〇
三
～
一
八
一
七
在
任
）
か

ら
蘭
名W

ilhelm
us Botanicus

を
も
ら
い
、
こ
の
自
画
像
に
もBo-

tanicus

と
書
き
入
れ
た
。Botanicus

は
ラ
テ
ン
語
で
植
物
学
者
を
意

味
す
る
。
ド
ゥ
フ
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
甫
賢
は
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド

の
自
然
研
究
機
関
「
バ
タ
フ
ィ
ア
学
芸
協
会
」（
一
七
七
八
年
創
設
）

の
初
代
会
長
・
博
物
学
者
カ
ー
ル
・
レ
イ
ン
ワ
ル
ト
と
オ
ラ
ン
ダ
語
で

文
通
。
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
に
同
協
会
の
通
信
会
員
と
な
っ
た
。

ま
た
同
年
、
江
戸
に
滞
在
中
の
シ
ー
ボ
ル
ト
に
、
小
野
蘭
山
・
島
田
充

房
『
花
彙
』（
一
七
五
九
～
一
七
六
五
）
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
増
訂
自
筆

稿
本
（
ル
ー
ル
・
ボ
ー
フ
ム
大
学
東
ア
ジ
ア
学
部
所
蔵
シ
ー
ボ
ル
ト
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
を
献
呈
し
た
。
朱
書
き
の
「
前
書
き
」（V

oorrede)

に
よ
れ
ば
、
商
館
長
イ
サ
ー
ク
・
テ
ィ
ツ
ィ
ン
グ
（
一
七
七
九
～
一
七

八
〇
、
一
七
八
一
～
一
七
八
三
在
任
）
が
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
仲
間
に
解
説

文
の
み
を
下
訳
さ
せ
、
み
ず
か
ら
校
正
し
た
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
は
、
第
八

巻
が
未
訳
。
訳
文
に
遺
漏
も
目
立
つ
の
で
、
さ
ら
に
訂
正
増
訳
し
た
と

い
う
。3　

近
代
東
洋
学
の
草
創
と
シ
ー
ボ
ル
ト
編
「
日
本
植
物
目
録
」

一
八
世
紀
は
欧
州
の
植
民
地
科
学
草
創
期
に
あ
た
り
、
蘭
英
仏
瑞
の

東
イ
ン
ド
会
社
や
新
旧
両
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
が
そ
の
担
い
手
と
な
っ

た
。
一
八
世
紀
後
半
に
は
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
に
バ
タ
フ
ィ
ア
学
芸

協
会
（
一
七
七
八
）、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
の
ベ
ン
ガ
ル
に
ア
ジ
ア
学
会

（
一
七
八
四
）
が
設
立
さ
れ
た
。

シ
ー
ボ
ル
ト
は
一
八
二
三
年
、
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
総
督
か
ら
日

本
の
博
物
学
的
・
民
族
誌
的
調
査
の
特
命
を
帯
び
、
膨
大
な
資
金
援
助

を
得
て
い
た
。
同
時
に
、
植
民
地
支
配
の
発
展
を
背
景
と
し
た
欧
州
の

博
物
館
・
園
芸
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
成
功
を
納
め
る
べ
く
、
私
的
に
日
本

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
、
持
ち
帰
っ
た
。
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一
八
二
〇
年
代
欧
州
は
植
民
地
支
配
と
連
携
し
た
近
代
東
洋
学
の
草

創
期
に
あ
た
り
、
一
八
二
二
年
パ
リ
で
東
洋
学
会
（Société asia-

tique
）、
一
八
二
四
年
ロ
ン
ド
ン
で
王
立
ア
ジ
ア
学
会
（Royal A

si-
atic Society

）
が
創
立
さ
れ
た
。
日
本
で
は
蘭
学
の
発
展
期
に
あ
た

り
、
馬
場
佐
十
郎
や
桂
川
甫
賢
な
ど
の
よ
う
に
オ
ラ
ン
ダ
語
を
相
当
読

み
書
き
で
き
る
蘭
学
者
が
出
現
。
蘭
学
は
バ
タ
フ
ィ
ア
学
芸
協
会
を
介

し
て
欧
州
の
知
的
世
界
と
繫
が
っ
て
い
た
。

尾
張
の
本
草
学
者
水
谷
豊
文
の
門
人
・
伊
藤
圭
介
（
一
八
〇
三
～
一

九
〇
一
）
は
シ
ー
ボ
ル
ト
の
要
請
を
受
け
、
文
政
一
〇
年
（
一
八
二

七
）
九
月
ま
で
に
出
島
の
シ
ー
ボ
ル
ト
へ
腊
葉
標
本
を
送
付
し
、
同
月

四
日
長
崎
到
着
か
ら
翌
年
三
月
帰
郷
す
る
ま
で
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
も
と

で
、
豊
後
高
田
出
身
で
帆
足
萬
里
の
門
人
賀
来
佐
之
と
と
も
に
「
日
本

植
物
目
録
」
作
成
に
従
事
。
約
一
六
〇
〇
種
を
記
載
し
た
。
圭
介
の
帰

郷
後
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
佐
之
を
頼
り
に
、
目
録
の
漢
名
の
充
実
を
図
っ

た
。二

〇
一
四
年
一
二
月
に
本
学
日
本
研
究
所
長
町
田
明
広
先
生
が
若
林

正
治
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
の
ち
に
神
田
佐
野
文
庫
の
中
核
と
な
る
）
を
整

理
中
に
賀
来
佐
之
あ
て
シ
ー
ボ
ル
ト
書
簡
を
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
書
簡

は
、
佐
之
に
目
録
ノ
ー
ト
の
完
成
を
督
促
し
、
漢
名
の
読
み
の
解
説
書

の
所
在
を
尋
ね
、
目
録
完
成
前
に
帰
郷
し
な
い
よ
う
要
請
す
る
内
容
で

あ
る
こ
と
、
佐
之
が
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
一
一
月
ま
で
長
崎
に

滞
在
し
た
こ
と
か
ら
、
同
年
一
〇
月
頃
に
書
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

シ
ー
ボ
ル
ト
は
一
八
三
〇
年
に
帰
欧
後
、
ラ
イ
デ
ン
で
ホ
フ
マ
ン

（J. H
offm

an

）
を
助
手
と
し
て
「
日
本
植
物
目
録
」
の
改
訂
稿
（
ル
ー

ル
・
ボ
ー
フ
ム
大
学
東
ア
ジ
ア
学
部
所
蔵
）
を
編
集
し
た
。
ホ
フ
マ
ン

は
パ
リ
『
東
洋
学
会
誌
』
一
八
五
二
年
一
〇
・
一
一
月
号
に
発
表
し
た

H.
ス
ヒ
ュ
ル
テ
ス
と
の
共
著
『
日
中
植
物
名
彙
』
の
序
文
で
、
一
八
四

一
年
末
か
翌
年
初
め
、
シ
ー
ボ
ル
ト
か
ら
「
あ
る
日
本
人
学
者
」
が
作

成
し
た
漢
名
解
説
資
料
の
利
用
許
可
を
得
た
こ
と
で
、
こ
の
共
著
の
編

纂
を
開
始
で
き
た
と
述
べ
て
い
る
。『
日
中
植
物
名
彙
』
に
よ
っ
て
伊

藤
圭
介
と
水
谷
助
六
（
豊
文
）
の
名
は
欧
州
東
洋
学
界
に
知
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
賀
来
佐
之
の
名
を
ホ
フ
マ
ン
に
秘
し

た
た
め
、
佐
之
の
貢
献
と
名
誉
は
神
田
佐
野
文
庫
か
ら
発
見
さ
れ
た

シ
ー
ボ
ル
ト
書
簡
に
よ
っ
て
初
め
て
、
忘
却
か
ら
救
わ
れ
た
の
で
あ

る
。

4　

忘
れ
ら
れ
た
門
人
・
賀
来
佐
之
の
生
涯

島
原
藩
医
賀
来
佐
之
（
字
公
輔
、
号
百
花
山
荘
、
諡
号
毅
篤
先
生
、

通
称
佐
一
郎
、
一
七
九
八
～
一
八
五
七
）
は
豊
後
高
田
の
医
師
賀
来
有

軒
の
長
男
に
生
ま
れ
た
。
有
軒
は
三
浦
梅
園
、
小
野
蘭
山
の
門
人
。
佐

之
は
一
四
歳
か
ら
九
年
余
り
、
日
出
藩
儒
・
帆
足
万
里
の
私
塾
で
学

び
、
異
母
弟
、
一
七
歳
年
下
の
飛
霞
（
睦
三
郎
・
睦
之
、
一
八
一
六
～

一
八
九
四
）
を
親
代
わ
り
に
訓
導
し
た
。
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
九
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月
、
長
崎
留
学
。
通
詞
吉
雄
権
之
助
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
び
、
シ
ー

ボ
ル
ト
に
師
事
し
た
。
帰
郷
後
、
豊
前
・
豊
後
で
最
初
の
蘭
方
医
と
し

て
名
を
成
し
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
ウ
ィ
ル
デ
ノ
ウ
『
植
物
学
入

門
』
の
翻
訳
「
本
草
新
書
」
に
着
手
し
た
。

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
春
、
弟
の
睦
三
郎
を
連
れ
て
上
京
し
、
近

江
の
仁に

正し
ょ
う

寺じ

藩
に
滞
留
し
た
。
睦
三
郎
は
同
年
五
月
一
六
日
の
山
本

読
書
室
物
産
会
に
出
品
し
、
同
二
三
日
、
一
九
歳
で
山
本
読
書
室
に
入

門
。
佐
之
も
天
保
七
年
四
月
の
読
書
室
物
産
会
に
出
品
し
た
。
滞
留
五

年
で
帰
郷
し
た
佐
之
は
師
帆
足
萬
里
の
説
に
従
い
、
漢
蘭
折
衷
に
転

じ
、
天
保
一
三
年
三
月
、
島
原
藩
医
に
取
り
立
て
ら
れ
、
翌
年
か
ら
藩

の
薬
園
主
任
を
兼
務
。
安
政
四
年
（
一
一
月
一
八
日
、
島
原
で
病
死
し

た
。『

杏
雨
書
屋
所
蔵
「
医
家
肖
像
集
」（
武
田
科
学
振
興
財
団
、
二
〇
〇

八
）
掲
載
の
賀
来
佐
之
肖
像
は
紋
付
き
袴
の
武
家
姿
に
描
か
れ
て
お

り
、
昭
和
初
期
の
模
写
で
あ
る
が
、
原
図
は
明
治
末
・
大
正
初
期
の
贈

位
運
動
時
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

賀
来
佐
之
履
歴
草
稿
（
賀
来
飛
霞
筆
、
明
治
一
四
年
）
に
よ
れ
ば
、

長
崎
遊
学
以
来
の
「
同
窓
莫
逆
ノ
友
」
伊
藤
圭
介
は
安
政
五
年
（
五

月
）、
伊
勢
菰
野
山
採
薬
の
帰
途
、
桑
名
で
島
原
藩
主
の
滞
在
に
遭
遇
。

佐
之
の
動
静
を
人
に
尋
ね
さ
せ
た
と
こ
ろ
「
其
既
ニ
即
世
セ
シ
ヲ
聞

［
キ
］
愾が

い

然ぜ
ん

、
悽
愴
最

も
っ
と
も

深ふ
か

カ
リ
シ
」
と
い
う
。
菰
野
山
採
薬
記
念
の

扁
額
（
菰
野
小
学
校
蔵
）
に
書
か
れ
た
圭
介
の
五
律
「
菰
埜
山
采
薬
」

は
圭
介
の
漢
学
の
素
養
を
う
か
が
わ
せ
る
。

シ
ー
ボ
ル
ト
が
画
才
の
あ
る
一
三
歳
の
賀
来
睦
三
郎
（
飛
霞
）
に
宛

て
た
手
紙
を
兄
の
佐
之
が
訳
し
た
「
シ
ー
ボ
ル
ト
礼
状
」（
大
分
県
立

歴
史
博
物
館
寄
託
）
が
伝
わ
る
。
一
八
二
八
年
九
月
五
日
付
の
こ
の
書

状
で
シ
ー
ボ
ル
ト
は
「
毎
度
、
腊
葉
と
写
生
図
の
御
恵
投
に
あ
ず
か
っ

て
お
り
ま
す
。
大
い
に
御
苦
労
の
ほ
ど
浅
か
ら
ず
、
か
た
じ
け
な
く
存

じ
上
げ
ま
す
」
と
謝
意
を
示
し
、
学
問
精
進
の
「
お
慰
み
の
た
め
、
箱

入
り
の
指
輪
を
進
呈
」
し
た
。「
今
後
も
お
見
捨
て
な
く
、
召
使
い
同

様
に
お
命
じ
下
さ
れ
ば
、
本
懐
に
思
う
こ
と
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
」
と

い
う
一
三
歳
の
少
年
に
対
す
る
慇
懃
な
言
辞
は
シ
ー
ボ
ル
ト
の
人
間
性

を
伝
え
て
い
る
。

賀
来
飛
霞
の
画
才
は
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
年
四
月
、
山
本
亡

羊
古
稀
の
祝
い
に
贈
っ
た
松
毬
図
、
明
治
一
二
年
頃
合
作
の
本
草
綱
目

草
木
小
画
集
の
ミ
ズ
ヒ
キ
図
な
ど
、
山
本
読
書
室
資
料
（
京
都
府
立
京

都
学
・
歴
彩
館
寄
託
）
に
伝
わ
る
絵
画
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

5　

シ
ー
ボ
ル
ト
編
「
日
本
植
物
目
録
」
写
本
の
系
統

シ
ー
ボ
ル
ト
は
日
本
に
お
け
る
自
然
誌
研
究
の
支
援
者
・
オ
ラ
ン
ダ

通
詞
茂
伝
之
進
に
、「
日
本
植
物
目
録
」
写
本
（
伝
存
せ
ず
）
を
贈
呈

し
た
。
そ
の
一
八
二
八
年
六
月
一
八
日
（
文
政
一
一
年
五
月
七
日
）
付

序
文
（
圭
介
の
転
写
）
で
、
目
録
作
成
の
「
有
益
な
助
手
」
と
な
っ
た
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伊
藤
圭
介
の
「
貢
献
は
特
大
で
あ
る
」
と
強
調
し
て
い
る
が
、
賀
来
佐

一
郎
は
名
の
み
で
、
目
録
作
成
へ
の
貢
献
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
江

戸
で
天
文
方
高
橋
景
保
が
逮
捕
さ
れ
た
文
政
一
一
年
一
〇
月
一
〇
日
、

佐
之
は
長
崎
か
ら
名
古
屋
の
圭
介
宛
て
に
「
日
本
植
物
目
録
」（
神
田

佐
野
文
庫
本
）
を
発
送
し
た
。
圭
介
が
『
泰
西
本
草
名
疏
』（
翌
年
一

〇
月
刊
）
準
備
の
た
め
、
稿
本
の
校
訂
を
佐
之
に
依
頼
す
る
と
と
も

に
、「
日
本
植
物
目
録
」
の
善
良
本
を
懇
願
し
て
き
た
た
め
に
、
長
崎

で
誂
え
て
送
付
し
た
写
本
で
あ
っ
た
。

シ
ー
ボ
ル
ト
は
翌
一
二
年
一
月
、
出
島
に
拘
留
さ
れ
、
一
二
月
九
日

（
一
八
三
〇
年
一
月
三
日
）
に
離
日
し
、
バ
タ
フ
ィ
ア
に
向
か
っ
た
。

天
保
二
年
、
佐
之
は
架
蔵
の
「
日
本
植
物
目
録
」
写
本
を
他
人
に
貸
し

て
失
っ
た
。
そ
の
た
め
圭
介
は
先
年
受
け
取
っ
た
写
本
（
神
田
佐
野
文

庫
本
）
を
同
年
五
月
一
三
日
（
一
八
三
一
年
六
月
二
二
日
）
付
で
佐
之

に
贈
呈
し
た
。
佐
之
は
そ
の
中
に
、
か
つ
て
シ
ー
ボ
ル
ト
か
ら
受
け

取
っ
た
問
題
の
督
促
状
を
挿
入
し
た
。
そ
の
末
尾
に
は
「
貴
殿
の
こ
と

は
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。（
…
）
命
の
あ
る
限
り
、
立
派
で
忠
実
な
教

え
子
た
ち
の
こ
と
を
思
い
、
オ
ラ
ン
ダ
の
地
か
ら
、
学
問
に
対
す
る
彼

ら
の
情
熱
を
促
進
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
永
遠
に
貴
殿
の
誠
実
な
師
、

一
八
二
八
年　

フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
。　

深
い
友
情
か
ら
の
お
願
い

で
す
。
私
の
仕
事
を
終
え
る
前
に
出
発
し
な
い
よ
う
に
」
と
あ
る
。

ボ
ー
フ
ム
・
ル
ー
ル
大
学
蔵
「
日
本
植
物
目
録
」
改
訂
稿
（
一
八
四

一
年
頃
成
）
は
シ
ー
ボ
ル
ト
筆
学
名
と
佐
之
筆
和
名
カ
ナ
書
き
か
ら
な

る
有
罫
Ａ
紙
と
ホ
フ
マ
ン
筆
漢
名
・
和
名
カ
ナ
書
き
及
び
植
物
記
載
略

号
か
ら
な
る
無
罫
Ｂ
紙
を
交
互
に
重
ね
た
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
Ａ
紙

は
シ
ー
ボ
ル
ト
が
佐
之
あ
て
督
促
状
で
完
成
を
急
が
せ
た
目
録
ノ
ー
ト

で
あ
り
、
ホ
フ
マ
ン
筆
Ｂ
紙
は
、
ホ
フ
マ
ン
が
シ
ー
ボ
ル
ト
か
ら
利
用

を
許
さ
れ
た
「
あ
る
日
本
人
学
者
」（
す
な
わ
ち
賀
来
佐
之
）
の
漢
名

解
説
資
料
を
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

6　

賀
来
佐
之
の
蘭
学
知
識
―
訳
書
『
本
草
新
書
』
に
み
る
―

賀
来
佐
之
は
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
五
月
一
三
日
付
伊
藤
圭
介
あ

て
書
状
で
、
ウ
ィ
ル
デ
ノ
ウ
『
植
物
学
入
門
』
蘭
訳
（
一
八
一
八
～
一

九
）
三
冊
入
手
を
、
翌
年
正
月
に
は
そ
の
翻
訳
着
手
を
知
ら
せ
、
同
六

年
（
八
三
五
）
八
月
末
頃
ま
で
に
翻
訳
を
進
め
た
ら
し
い
。
ウ
ィ
ル
デ

ノ
ウ
（K

. L. W
illdenow

, 

一
七
六
五
～
一
八
一
二
）
は
リ
ン
ネ
植
物

学
を
発
展
さ
せ
、
植
物
地
理
学
、
植
物
生
理
学
の
成
立
に
貢
献
し
た
ベ

ル
リ
ン
の
植
物
学
者
。
伝
統
的
な
本
草
学
知
識
を
援
用
し
た
佐
之
の
苦

心
の
翻
訳
『
本
草
新
書
』（
存
七
冊
、
日
出
町
歴
史
資
料
館
・
帆
足
萬

里
記
念
館
蔵
）
は
誤
訳
が
散
見
さ
れ
る
も
の
の
、
総
じ
て
オ
ラ
ン
ダ
語

読
解
力
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。

第
Ｖ
章
「
植
物
生
理
学
（Physiologie

）」
の
章
題
を
佐
之
は
「
植

物
解
剖
篇
」
と
訳
し
た
。physiologie

は
一
八
世
紀
科
学
に
お
け
る

system
a

の
よ
う
に
一
九
世
紀
科
学
を
象
徴
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
っ
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た
が
、
佐
之
の
訳
語
「
解
剖
」
は
新
し
い
キ
ー
ワ
ー
ド
理
解
の
困
難
さ

を
示
し
て
い
る
。
一
方
、system

a

（
体
系
、
分
類
体
系
）
の
オ
ラ
ン

ダ
語stelsel

に
対
す
る
訳
語
「
序
次
」、m

aaksel

（
構
造
）
の
訳
語

「
造
質
」
は
苦
心
の
成
果
と
い
え
る
。
次
の
訳
文
は
佐
之
の
オ
ラ
ン
ダ

語
力
を
よ
く
示
し
て
い
る
。（　

）
内
に
現
代
語
訳
と
原
語
を
補
っ
た
。

植
物
の
序
次
（
→
体
系
的
分
類stelsel

）
は
之
を
花
及
其
内
面

の
造
質
（
→
構
造m

aaksel

）
に
従
つ
て
之
を
為
は
固
よ
り
本
草

家
（
→
植
物
学
者Plantkundigen

）
の
事
業
に
属
す
。
外
形
を

観
察
す
る
は
唯
序
次
の
な
し
易
を
助
る
の
み
。
外
形
を
観
察
す
る

は
本
草
家
の
棄
て
講
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
也
（
→
決
し
て
こ

れ
だ
け
に
依
拠
し
て
は
な
ら
な
いeen Plantkundige m

oet 
zich op dezelve nooit aleen verlaten

）。

7　

伊
藤
圭
介
の
蘭
学
知
識
―
幕
末
尾
張
蘭
学
の
指
導
者
―

シ
ー
ボ
ル
ト
は
オ
ラ
ン
ダ
語
作
文
能
力
の
あ
る
門
人
に
、
日
本
の
物

産
や
医
学
に
関
す
る
オ
ラ
ン
ダ
語
レ
ポ
ー
ト
を
課
し
た
。
伊
藤
圭
介
は

文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
年
九
月
四
日
に
長
崎
に
到
着
し
、
翌
日
か

ら
オ
ラ
ン
ダ
商
館
で
、
シ
ー
ボ
ル
ト
、
賀
来
佐
之
、
岡
研
介
と
と
も
に

「
日
本
植
物
目
録
」
の
編
纂
を
開
始
し
た
。
長
崎
で
は
こ
の
事
業
の
た

め
多
忙
で
あ
っ
た
は
ず
。
圭
介
の
レ
ポ
ー
ト
「
勾
玉
考
」
の
執
筆
と
提

出
は
、
翌
年
春
、
名
古
屋
に
帰
郷
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
門
人
の
オ
ラ

ン
ダ
語
リ
ポ
ー
ト
は
、
他
に
「
紀
州
産
鯨
に
つ
い
て
」（
岡
研
介
）、

「
日
本
古
代
史
考
」（
美
馬
順
三
）、「
日
本
に
お
け
る
茶
樹
の
栽
培
と
茶

の
製
法
」（
高
野
長
英
）、「
日
本
疾
病
志
」（
高
良
斎
）、「
灸
法
略
説
」

（
石
坂
宗
哲
）
な
ど
が
伝
わ
る
。

神
田
佐
野
文
庫
の
伊
藤
圭
介
旧
蔵
『
薬
名
ア
ベ
セ
引
・
コ
ン
ス
ト

ウ
ォ
ル
ド
』
は
原
書
講
読
を
重
視
し
た
坪
井
信
道
塾
の
学
風
を
伝
え
る

薬
名
・
術
語
集
。
幕
末
蘭
学
塾
で
広
く
流
布
し
た
。
前
半
「
薬
名
ア
ベ

セ
」
の
オ
ラ
ン
ダ
語
タ
イ
ト
ル
は
「
羅
蘭
漢
和
薬
名
集　

坪
井
塾
生
編　

宇
田
川
榛
斎
等
校
閲　

於
江
戸　

天
保
五
年
」
の
意
。
後
半
「
コ
ン
ス

ト
ウ
ォ
ル
ド
」
の
オ
ラ
ン
ダ
語
タ
イ
ト
ル
は
「
医
薬
関
係
術
語
集　

三

尾
謙
造
編
・
緒
方
三
平
［
洪
庵
］
改
訂
増
補　

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
配
列　

於
江
戸　

天
保
五
年
」
の
意
。

伊
藤
圭
介
は
幕
末
尾
張
藩
に
お
い
て
海
防
・
砲
術
知
識
の
普
及
を
は

か
る
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
教
科
書
を
「
花
繞
書
屋
蔵
版
」
と
し
て
編

集
出
版
す
る
と
と
も
に
、
国
学
者
・
砲
術
家
の
上
田
帯
刀
（
仲
敏
）
と

協
力
し
て
尾
張
洋
学
館
を
創
立
（
安
政
六
年
・
一
八
五
九
）
し
た
。

神
田
佐
野
文
庫
の
伊
藤
圭
介
著
『
万
宝
叢
書
洋
字
篇
』（
天
保
一
二

年
・
一
八
四
一
、
花
繞
書
屋
蔵
版
）
は
著
者
所
蔵
本
で
、
後
見
返
し
に

後
見
返
し
に
「
不
出
門
闥
／
尾
張
洋
学
館
蔵
書
／
厳
禁
貸
売
」
印
（
朱

文
方
印
）
が
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
花
繞
書
屋
蔵
版
『
輿
地
紀
略
』

（
安
政
五
年
春
刊
）
は
オ
ラ
ン
ダ
の
青
少
年
用
世
界
地
理
教
本
を
オ
ラ

ン
ダ
語
教
科
書
と
し
て
復
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
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シ
ー
ボ
ル
ト
旧
蔵
『
物
品
識
名
』
の
謎

講
演
者
は
二
〇
一
九
年
五
月
二
四
日
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
ジ
ョ

ン
・
ラ
イ
ラ
ン
ズ
図
書
館
（Joh Rylands Library

）
に
お
い
て
、

シ
ー
ボ
ル
ト
旧
蔵
の
水
谷
豊
文
（
助
六
）
著
『
物
品
識
名
』（
一
八
〇

九
）・
同
拾
遺
（
一
八
二
五
）
を
調
査
し
た
。
P. 

F.
コ
ー
ニ
ツ
キ
ー
編

『
リ
ン
ゼ
ー
文
庫
和
書
目
録
』（P. F. K

ornicki, “T
he Japanese 

Collection in the Bibliotheca Lindesiana.” Bulletin John Ry-
lands Library. （111

）
が
仮
題
「
物
品
識
名
貼
込
帖
」
を
与
え
て
い

る
資
料
番
号Jap.111

で
あ
る
。

総
皮
装
丁
の
洋
本
二
冊
に
仕
立
て
ら
れ
、
背
表
紙
は
「BU

T
S BIN

 
SIK

I M
EI / SIV

E / N
O

M
EN

CLA
T

U
RA

 / RERU
M

 N
A

T
U

-
RA

LIU
M

 / A
U

CT
O

RE / M
. F. SU

K
ERO

K
.　

I
［-II

］」
の
金

文
字
を
印
刻
す
る
。
こ
の
背
表
紙
の
装
丁
は
都
立
大
学
牧
野
標
本
館
所

蔵
シ
ー
ボ
ル
ト
標
本
箱
の
背
表
紙
と
近
似
し
て
い
る
。

両
冊
各
葉
の
右
ペ
ー
ジ
は
、
原
本
を
解
本
し
袋
綴
じ
を
延
ば
し
た
各

丁
が
、
前
小
口
を
天
に
し
て
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
左
ペ
ー
ジ
に
は

「JA
PO

N
ICE

」（
日
本
語
、
す
な
わ
ち
和
名
欄
）・「SIN

ICE

」（
中

国
語
、
す
な
わ
ち
漢
名
欄
）・「N

O
M

EN
 SY

ST
EM

A
T

ICU
M

」

（
学
名
欄
）
の
三
欄
か
ら
な
る
木
版
罫
紙
を
貼
り
付
け
、「JA

PO
N

-
ICE

」
と
「N

O
M

EN
 SY

ST
EM

A
T

ICU
M

」
の
二
欄
に
は
随
所
に

そ
れ
ぞ
れ
、
ペ
ン
書
き
の
ロ
ー
マ
字
和
名
、
二
名
法
の
ラ
テ
ン
語
学
名

が
欧
人
の
手
で
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。「JA

PO
N

ICE

」
欄
の
和
名

に
付
け
ら
れ
た
伊
藤
圭
介
標
本
を
示
す
記
号
「IK

」
は
第
一
冊
（
物

品
識
名
）
に
三
三
九
、
第
二
冊
（
物
品
識
名
拾
遺
）
に
六
二
、
計
四
〇

一
箇
所
に
及
ぶ
。

右
ペ
ー
ジ
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
原
本
は
水
石
草
木
蟲
鱗
介
禽
獣
の
イ

ロ
ハ
引
き
和
名
（
カ
ナ
書
き
）・
漢
名
対
訳
辞
典
を
な
し
て
い
る
が
、

全
て
の
漢
名
に
音
読
み
の
カ
ナ
書
き
が
日
本
人
の
朱
書
で
加
え
ら
れ
て

い
る
。
漢
名
に
対
応
す
る
和
名
を
補
足
す
る
墨
書
も
随
所
に
見
ら
れ

る
。コ

ー
ニ
ツ
キ
ー
編
前
掲
の
目
録
に
全
く
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
は
不

思
議
で
あ
る
が
、
右
ペ
ー
ジ
の
原
本
各
丁
の
上
部
余
白
に
は
、
各
物
品

に
対
応
す
る
小
ス
ケ
ッ
チ
が
ほ
ぼ
全
丁
に
わ
た
っ
て
書
き
込
ま
れ
て
い

る
。
小
図
は
誰
が
、
何
の
た
め
に
、
い
つ
描
い
た
の
か
。

こ
の
謎
に
つ
い
て
、
講
演
者
は
賀
来
佐
之
の
弟
で
、
少
時
よ
り
画
才

を
発
揮
し
た
賀
来
睦
三
郎
（
飛
霞
）
が
シ
ー
ボ
ル
ト
の
た
め
に
、
そ
の

最
初
の
滞
日
中
に
描
い
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
の
仮
説
を
立
て
て
い

る
。
睦
三
郎
が
佐
之
を
介
し
て
シ
ー
ボ
ル
ト
へ
写
生
を
贈
り
続
け
て
い

た
こ
と
は
、
先
に
み
た
佐
之
訳
「
シ
ー
ボ
ル
ト
礼
状
」（
一
八
二
八
年

九
月
五
日
付
）
で
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
、
リ
ン
ゼ
ー
卿
が
本
書
を
入
手
し
た
経
緯

に
関
す
る
P. 
F.
コ
ー
ニ
ツ
キ
ー
（
一
九
九
三
）
の
報
告
で
あ
る
。
そ
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賀来佐之と伊藤圭介―二人の門人―

れ
に
よ
れ
ば
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
死
去
し
た
翌
年
一
八
六
七
年
、
将
軍
慶

喜
の
名
代
と
し
て
パ
リ
万
博
に
派
遣
さ
れ
た
徳
川
昭
武
の
通
訳
と
し

て
、
そ
の
ロ
ン
ド
ン
留
学
に
随
行
し
て
き
た
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
子
ア
レ

ク
サ
ン
ダ
ー
は
、
父
親
の
蔵
書
の
売
却
を
図
っ
た
。
一
八
六
八
年
五

月
、
ロ
ン
ド
ン
の
古
書
店
主
ク
ウ
ォ
リ
ッ
チ
（B. Q

uarittch

）
が
和

書
コ
レ
ク
タ
ー
の
リ
ン
ゼ
ー
卿
（Lord Lindsay

）
に
宛
て
た
売
り
込

み
の
書
簡
に
は
、「
シ
ー
ボ
ル
ト
の
息
子
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
が
シ
ー
ボ

ル
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
和
書
をBritish M

useum

に
売
り
込
み
交

渉
中
で
す
が
、m

anuscript of botanical taxonom
ies

と
韓
国
語

彙
集
だ
け
は
特
別
に
貴
重
な
の
で
別
に
取
り
置
い
て
い
ま
す
。
購
入
し

ま
せ
ん
か
。
こ
の
二
点
は
父
親
が
二
回
目
の
日
本
滞
在
中
〔
一
八
五
九

～
六
二
〕
に
入
手
し
た
も
の
と
の
こ
と
で
す
」
と
あ
り
、
こ
のm

anu-
script of botanical taxonom

ies

が
リ
ン
ゼ
ー
卿
文
庫
の
シ
ー
ボ
ル

ト
旧
蔵
『
物
品
識
名
』
に
該
当
す
る
と
い
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

シ
ー
ボ
ル
ト
の
入
手
に
は
二
度
目
の
日
本
滞
在
中
に
再
会
し
た
伊
藤
圭

介
が
関
与
し
た
可
能
性
が
高
い
。

本
資
料
の
成
立
史
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
調
査
検
討
を
続
け
、

結
論
を
得
た
い
。
本
講
演
で
、
賀
来
佐
之
、
飛
霞
兄
弟
を
利
用
し
た

シ
ー
ボ
ル
ト
の
人
間
性
の
一
端
を
紹
介
で
き
た
も
の
と
思
う
。


